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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。
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【R６年度計画】

【R６年度実績】

関係機関と連携した担い手確保に向けた取り組みを引き続き協議する。

農業体験・研修機関などについて広くアピールするとともに、活用し担い手の確保に努める。

地域計画策定に向けた話し合いの取り組みを支援し、担い手確保や耕作放棄地の増加を抑制
する。

中山間直接支払協定をメインに今後の地域農業をどう継続するか話し合いの強化に取り組ん
だ。
また、地域計画策定に向け、県振興局・JA等の関係機関と連携し要望のあった集落等に出向き
説明会を実施するなど、更なる話し合いの強化に取り組んだ。
関係機関と連携した担い手確保に向けた取り組みとして、農業体験・研修制度などについて周
知を図った。

【ゴールに対する計画終了時の達成度】

　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

集落等において今後の農業をどう取り組んでいくかなど考える場の提供はとても重要と認識して
いる。ただし、担い手の確保など話し合いは長期に渡り検討が必要であり、引き続き取組の強化
を行うこととしたい。

耕作放棄地等の再生に当たっては多額の費用が発生するため、今後を見据えた展開が必要。

関係機関と連携した担い手確保に向けた取り組みを引き続き協議・実施する。
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【事業目的】

耕作放棄地等を再生・活用することにより、地域振興及び交流人口の拡大を図る。

【事業内容】

農作業、収穫体験等、グリーンツーリズムを活用した交流事業の実施や、棚田や果樹等のオー
ナー制度の拡充を図る。

【本計画終了時点のゴール】

耕作放棄地の現状確認

生産労働年齢人口の推移

農業生産額の推移

どの品目の生産拡大が必要か、そのためには労働力がどれくらい必要で、耕作面積はどれくら
い必要か

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

令和６年度事業点検・評価調書　

5-Ⅱ-9 5-Ⅱ-9

世界遺産登録の島として、移住定住者拡大に伴う、米以外の食料確保と生産基盤の活用、保存
についての体制を構築する。
そのためには、土地利用の流動化を農地利用がしやすいよう関係機関と調整を行うとともに、生
産労働年齢における担い手の数を増加させる体制を構築する。

事業(施策)名 ９　耕作放棄地等の再生・活用

佐渡市農業政策課

関連団体
佐渡地域振興局農林水産振興部、佐渡市
農林水産振興課、佐渡市観光振興課

事業実施期間 Ｈ28～R６

第５章　世界遺産を核とした魅力ある地域づくり
取組項目 空き家や耕作放棄地の活用

Ⅱ．伝統文化・地場産業の振興
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